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事
業
に
つ
い
て
は
、
歳
出

予
算
と
し
て
、
被
保
護
者

数
、
医
療
費
等
の
増
で

６
０
４
６
万
円
増
額
、
歳

入
予
算
と
し
て
、
国
庫
支

出
金
３
６
０
４
万
１
千
円

増
額
と
の
説
明
で
し
た
。

医
療
扶
助
費
の
増
額
は

何
が
原
因
か
と
の
質
疑
に

対
し
て
、
透
析
患
者
が
増

え
て
い
る
事
や
全
体
的
な

傾
向
と
し
て
、
被
保
護
世

帯
の
増
加
、
中
で
も
高
齢

者
世
帯
が
増
え
た
と
の
答

弁
で
し
た
。

病
児
保
育
事
業
に
つ
い

て
は
、
歳
出
予
算
と
し
て

病
児
保
育
施
設
の
建
設
が

不
要
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
２
２
０
０
万
円
の
減

額
。
そ
れ
に
伴
う
歳
入
予

算
と
し
て
県
支
出
金
が
１

７
４
０
万
円
の
減
額
と
の

説
明
で
し
た
。

減
額
に
な
っ
た
理
由
は

と
の
質
疑
に
対
し
て
、
２

施
設
の
改
修
予
定
だ
っ
た

が
、
１
施
設
は
小
規
模
な

改
修
で
済
ん
だ
た
め
と
の

答
弁
で
し
た
。

平
成
29
年
度
湖
南
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
３
９
４
７
万
７
千
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
額

を
２
２
６
億
１
７
８
０
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

多
く
の
事
業
の
補
正
に

つ
い
て
質
疑
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
歳

出
予
算
と
し
て
、
松
籟
会

館
の
老
朽
化
に
伴
い
、
建

て
替
え
の
た
め
基
本
設
計

業
務
委
託
２
１
１
万
７
千

円
を
増
額
計
上
。
広
域
清

掃
経
費
に
つ
い
て
は
、
歳

出
予
算
と
し
て
、
甲
賀

広
域
行
政
組
合
負
担
金

１
１
６
６
万
３
千
円
を
減

額
、
前
年
度
繰
越
金
確
定

に
よ
り
負
担
金
の
変
更
を

し
た
と
の
説
明
で
し
た
。

負
担
金
割
合
に
つ
い
て

の
質
疑
に
対
し
て
、
利
用

に
応
じ
た
利
用
割
で
甲
賀

市
68
・
71
%
、
湖
南
市
31
・

29
％
で
あ
る
と
の
答
弁
で

し
た
。
生
活
保
護
費
支
援

ま
た
、
債
務
負
担
行
為

に
よ
る
補
正
に
つ
い
て
は
、

湖
南
市
複
合
庁
舎
基
本
設

計
業
務
と
し
て
、
平
成
29

年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま

で
に
１
億
８
１
０
万
８
千

円
、
湖
南
市
複
合
庁
舎
整

備
発
注
者
支
援
業
務
と

し
て
、
平
成
29
年
度
か

ら
平
成
31
年
度
ま
で
に

６
３
２
０
万
円
、
湖
南
市

複
合
庁
舎
整
備
オ
フ
ィ
ス

環
境
整
備
業
務
と
し
て
平

成
29
年
度
か
ら
平
成
33
年

度
ま
で
に
２
６
６
５
万
円

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
各

委
員
か
ら
今
回
の
補
正
に

計
上
さ
れ
る
に
至
っ
た
経

緯
等
に
つ
い
て
、
集
中
的

な
質
疑
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

「
こ
れ
ら
の
債
務
負
担

行
為
は
、
庁
舎
を
建
て
替

え
る
と
い
う
こ
と
が
決
ま
っ

て
行
わ
れ
る
も
の
か
」
と

の
質
疑
に
対
し
て
、
基
本

構
想
に
お
い
て
増
築
案
や

建
て
替
え
案
等
を
比
較
検

討
し
、
将
来
的
に
一
番
有

利
で
有
効
な
案
で
あ
る
建

て
替
え
案
を
基
本
計
画
と

し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
も
の
で
あ
る
。
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
基
本
設

計
を
行
う
た
め
、
債
務
負

担
行
為
の
設
定
を
行
う
と

の
答
弁
で
し
た
。
基
本
設

計
を
行
う
う
え
で
、
今
後

住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ

る
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
、

基
本
設
計
の
段
階
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る

と
の
答
弁
で
し
た
。
質
疑

の
後
、
討
論
が
あ
り
、
特

に
複
合
庁
舎
整
備
基
本
設

計
業
務
に
か
か
る
債
務
負

担
行
為
に
つ
い
て
、
議
論

が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
。

各
方
面
の
意
見
が
集
約
さ

れ
て
い
な
い
。
と
の
理
由

か
ら
時
期
尚
早
で
あ
る
と

し
て
債
務
負
担
行
為
の
設

定
に
反
対
と
の
意
見
の
他
、

有
利
な
起
債
の
活
用
、
防

災
機
能
の
強
化
、
効
率
的

な
庁
舎
機
能
の
確
立
と
い

う
観
点
か
ら
賛
成
す
る
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
会
改
革
推
進
委
員
会
報

告
本
委
員
会
が
取
り
組
む

べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
各

会
派
及
び
無
会
派
議
員
か

ら
意
見
を
と
り
ま
と
め
ま

し
た
。
項
目
と
し
て
は

・
議
会
報
告
会
の
進
め
方

・
議
員
定
数
の
見
直
し

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化（
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
）

・
議
員
間
討
議
の
活
性
化

・
主
権
者
教
育
の
取
組
み

な
ど
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
今
ま
で
７
回
開

催
し
て
き
た
議
会
報
告
会

に
つ
い
て
は
、
改
選
前
の

委
員
会
で
課
題
を
検
証
し
、

見
直
し
の
方
向
が
出
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、

・
平
成
30
年
度
は
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
役
員
と
、

（
ま
ち
協
単
位
の
７
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
た
）
市

内
43
区
長
を
対
象
と
す

る
。
そ
の
後
は
、
課
題

別
に
関
係
す
る
各
種
団

体
な
ど
を
対
象
と
す
る
。

・
形
式
は
、
懇
談
会
、
意

見
交
換
会
と
す
る
。

・
平
成
30
年
度
の
開
催
時

期
は
、
５
月
の
２
日
間

と
す
る
。

・
出
席
議
員
は
、
地
元
出

身
者
を
中
心
に
班
編
成

を
す
る
。

な
ど
の
要
領
で
進
め
て
い

き
ま
す
。

そ
の
他
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
意
見

が
出
て
い
る
中
か
ら
、
優

先
す
る
事
項
を
議
論
し
て

い
き
ま
す
。

予算常任委員会
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